
生成 AI 等のハイテク化が、急速に展開しています。それは介護をはじめとする福祉実践の現場も例外ではありません。
皆さんのようなデジタルネイティブの皆さんが期待されるのは、新しい技術を使って、利用者の皆さんのためになる実
践現場をつくっていくことです。ここでは、DXやロボット活用の実際を紹介していきます。

授業中に寝ている人を見て、「なんで？」と思ったことはありませんか。でも、その行動の裏にどんな理由があるので
しょう。家庭の事情や心の状態など、見えない背景に目を向けると、あなたの見方は変わるかもしれません。レッテル
ではなく支える視点を考えます。 

幼少・児童から成人、高齢者に至る人生の中で様々なストレスや不安などを抱えざるを得ない場面が少なくありません。
そのため、生活や仕事等に支障をきたさざるを得ない人達へどのような機関にいるソーシャルワーカーが関与し支援し
ているか伝えます。

「“困った生徒” ですか？それとも、困っている生徒ですか。」　梶原 隆之 先生
― 教育福祉の視点から考える ―

福祉の専門職の役割、必要な視点について学びの体験をしてみましょう。今回は高齢者施設での認知症ケアを一例とし
て、どのような支援が求められるのか一緒に考えてみましょう。

福祉の専門職に必要な視点　出村 早苗 先生

福祉の実践現場とDX/ ロボット化の可能性　田嶋 英行 先生

メンタルヘルス及び生活に支障をきたす人へのソーシャルワーク　長竹 教夫 先生

食べることは好きですか？美味しく食べられない時ってどんな時？美味しく食べるためにできることってなんだろう？
どんな工夫があるのだろう？食べるという事を支える介護、対象者の「好き」を支える介護について学んで行きましょ
う。 

「好き」を支える食事介護入門～推しメシは生きる力～　奈良 環 先生
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 講義 LIVE2026 

全学年参加可能\ 大学の講義を体験してみよう！ /
全学年参加可能

詳細はこちら

興味があるテーマの講義に参加しよう♪お気軽にご参加ください。

※内容は変更になる場合があります。

9月総合型選抜／9月ファミリー入試対象

6/14 Sun.

5/9 Sat.

8/8 Sat.

8/22Sat.

8/2 Sun.

7/11 Sat.

児童虐待件数は年々増加しています。虐待を受けた子どもは、その後、どうしているのでしょうか。子どもは、ある日
突然、自宅や学校、家族や友達からひき離され、たったひとりで見知らぬ場所に連れていかれます。そこで、子どもは
誰と出会うのでしょう。目に見えない心の傷は、どうなるのでしょう。

虐待を受けたこどものその後　金子 恵美 先生


